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一

連載 三重大学の将来と図書館

(1)研究者の資料・情報要求と図書館

私たちの図書館について思うこと

人文学部長 長沼忠兵衛

○はじめに しれないが、 とにかく自分の就みたい瞥物を拙

「図掛:鮒のあり方について」 りに行くことから図書館との関わりが始まると

○はじめに

「図智:館のあり方について」

というのが与えられた課題で

ある。日頃大いにお世話にな

っているとはいえ、私はこの

ような課題について体系的に

考えたことはない。したがっ

て素人の思いつきにすぎない

思う。そのとき、図書館の良否の判断は、 自分

の求める醤物を多く蔵しているか否かという、

自分本位の韮準によりがちである。

しかし図書館の運営に思いをはせ、譜物の収

集・購入に直面すると別の思臓が働く。例えば

学生の指導に必要な書物の収集の問題である。

大学には基本図書や学生用図譜あるいは大型コ

レクション購入の予算もあって、毎年蠅入され

ているが十分とはいえない。自分たちの研究分

野にとって必要な書物の収集は、自分たちが気

を配らねばならない。

現行のようにして書物を収染することでよい

図書館ができるであろうかと思うこともないで

はないが、三亜大学は総合大学であl)、多くの

教員が研究・教育にはげんでいるのであるから、

教員が伽えたい、銃ませたいと考えたものを集

めることによって、不必要な砿複さえチェック

できれば、広い祝野にたち、多くの|1用者をiil'i

足させる図瞥館として充実がはかられるであろ

う。

へ

ことを、最初におゆるし願わねばならない。ま

た、ここの図書館に、私がどんなに愛着をもっ

ている醤物があるか、どんなに批亜な書物があ

るか、書物をどう読んでほしいかというような

ことは、別の問題であるので、ここでは融れな

い。更にまた、図書館の扱う資料には、近年、

マイクロフイルムやビデオテープその他も含ま

れてきているが、ここではそれらをも「書物」

として考えていく。

○研究・教育のために書物の充実を.／

多くの人がそうだと思うが、挑みたい書物を

惜|)に行くことが図瞥雌との関わl)の始めであ

ろう。それは、或いは友だちのIHIで話題になっ

て、或いは先生や先誰に勧められてであるかも
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